
 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜の花びらの舞う季節です。子どもたちは、初めての生活に期待を胸いっぱいに膨らませて新しい世界に

一歩踏み出し、いろいろな経験を楽しみながら遊びを通してたくさんのことを学んでいくことでしょう。 

これから新生活が始まります。そこで、今号では、【片付け】について考えてみました。 

 

幼稚園教育要領や保育所保育指針では、 

【健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動する。】 

子どもたちは、清潔に関する習慣や安全に必要な態度などを、生活の中で身に付けていきますが、見通し

をもって行動するには、その必要性を理解し、やり方も分かって「できる」ということが大事です。 

「片付け」という言葉は使われていませんが、【身の回りのこと】【生活に必要な経験】【遊具や用具を大切に 

する】といった言葉で間接的ではありますが、片付けの必要性が記されています。 

 

 

“子どもと片付け” 

近年、整理整頓、収納、断捨離等片付けに関する本を目にしたり話を聞いたりする機会が多く 

なっています。また、保護者の方が感じる悩みのひとつに「子どもが片付けられない」という声 

を多く聞きます。 

日々の生活の中で、「片付けて！」とご飯、お風呂、お出かけする等の時間に合わせて声かけをすること

が多いのではないでしょうか。 

片付けようと子どもが思っていた矢先に「片付けて！」と声を掛けると気持ちが失せてしまう子もいる

ようです。ついつい大人のタイミングと都合で押し付けてしまうことがあります。 

 しかし、生活習慣を身につけるためには、年齢に応じた援助と繰り返し知らせることが必要です。 

子どもは片付けの仕方がわからないと片付けができません。 

大人が一緒に片付けて手本を見せることが必要です。できないところは、手伝ってあげましょう。 

子どもは、これから少しずつ片付けの方法を身につけていきます。 

どれだけ「片付けて」と伝えても、次から次へと新しいおもちゃを出して片付かない、 

一日中片付けに追われているという方もいるのではないでしょうか。 

大田区教育委員会 幼児教育センター  

（５７４４）１６１８ 

・・・令和２年 春号・・・ 

“片付けではなく、元の場所に戻す” 

次に行うことの見通しが持てるように、その年齢なりに、使ったものを元の場所に 

しまうこと。これまで行ってきたことにカタをつける。“区切りをつける”という意味 

があります。 

整理整頓をして、物の置き場をわかりやすくしておくと、次に使うときに自分で選んで遊べる 

ようになり、同じ場所に置く。すると、すぐに取り組むことができ、“自分からやろうとする” 

ようになり自立心を育むことにもつながります。 
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片付けは、0歳から成長にあわせて始めていくことができます。「ないないね」と片付ける動作と一緒に 

大人が声に出して言うことや、片付けやすい環境を作り、優しくわかりやすいルールやゲーム的 

要素を取り入れる等子どもと一緒に考え、習慣づくようにできたらよいと思います。 

今後の社会生活を営む上で必要とされる大切な力ですから、しっかりと育んでいきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人形を片付けるときは 

「クマちゃんのお家はどこかな？」と 

子どもにわかりやすい場所を作る。 

今年も、７月、9 月に家庭教育支援講座を開催いたします。お問い合わせの上、お申し込みください。 

幼児教育センター主催  家庭教育支援講座 

 

【キラキラ輝け、アートの世界 親子で楽しく表現遊び】 

◆日時 ２０２０年８月５日（水曜日）１０：００～１１：３０  

 場所 消費者生活センター 大集会室 

☆区内在住の親子４～５歳児とその保護者の方を対象にし、親子で絵画や造形などを 

体験し、表現することの楽しさや重要性について理解を深める講座を開催いたします。  

☆７月の区報で参加募集をします。どうぞお楽しみに！ 

         

【キラキラ輝け、心と体！親子で楽しく運動遊び】 

◆日時 ２０２０年９月 30 日（水曜日）１０：００～１１：３０  

場所 区民プラザ 小ホール 

☆区内在住の親子２～３歳児とその保護者の方を対象にし、親子で運動遊びを楽しみ、

生活リズムの重要性について理解を深める講座を開催いたします。 

☆９月の区報で参加募集をします。どうぞお楽しみに！ 

おもちゃ箱に入れるときは 

色、大きさ、形、個数などの

分類する数を多くしない。

い。 

少なくする 

片付けの仕方は、声をかけながら 

「黄色はどこかな？」 

「丸いのは、ここね」 

など場所を示して、教える。 

おもちゃ箱にふたを閉めない。 

ふたを開ける工程を減らして 

片付けやすくする。 

片付けの場所を分かりやすくする。 

シールや絵、写真などの表示を 

子どもの目線に置く。 

～ 片付けのときに大切なこと ～ 

お子さんの遊び方がそれぞれなように、

片付け方も違います。 

一部分でも頑張ったところを見付けて 

褒めることや、 

「きれいになったね」「気持ちがいいね」等 

声を掛けて褒めてあげましょう。 

～それでは、日々の生活の中で片付けをしたくなる方法とは～ 


